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１ 作付面積及び収穫量（令和７年産）

資料：農林水産省統計部「作物統計」（令和７年産）（2026年3月31日公表）

（単位：ha、kg/10a、トン）

※ｘ：非公表、-：データなし
※４麦計は、小麦、二条大麦、六条大麦、はだか麦の合計
※統計数値については、ラウンドの関係により合計値と内訳の計が一致しない場合がある。
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作付面積 収　穫　量 作付面積 単　収 収　穫　量 作付面積 単　収 収　穫　量 作付面積 単　収 収　穫　量 作付面積 単　収 収　穫　量

鳥取 174 480 90 237 213 81 323 262 0 133 1 3 133 4
島根 510 1,185 71 155 110 411 243 1,000 8 125 10 20 323 65
岡山 3,439 13,787 1,050 432 4,540 2,160 384 8,300 1 178 1 228 415 946
広島 427 769 178 192 342 182 181 329 29 173 50 38 127 48
山口 2,238 5,798 1,660 277 4,590 377 223 841 - - - 201 183 367

中国 6,788 21,992 3,050 321 9,800 3,210 333 10,700 38 163 62 490 292 1,430

徳島 104 298 70 324 227 27 220 59 2 133 2 5 200 10
香川 3,140 12,430 2,240 391 8,760 322 447 1,440 - - - 578 386 2,230
愛媛 2,062 6,871 321 364 1,170 1 287 1 - - - 1,740 328 5,700
高知 8 26 1 113 1 6 383 23 - - - 1 202 2

四国 5,306 19,660 2,630 388 10,200 356 427 1,520 2 133 2 2,320 342 7,940
中国・四国 12,100 41,734 5,680 352 20,000 3,570 345 12,300 40 160 64 2,810 333 9,370

全国計 293,660 1,259,400 229,600 449 1,031,000 40,300 379 152,900 18,600 317 59,000 5,160 320 16,500

４麦計 小麦 二条大麦 六条大麦 はだか麦

• 全国では、小麦、二条大麦、六条大麦、はだか麦の順で生産が多い。
• 中国・四国地域では、小麦、二条大麦、はだか麦、六条大麦の順で生産が多い。
• 岡山県では二条大麦、山口県及び香川県では小麦、愛媛県でははだか麦の生産が多い。



• 全国の４麦の作付面積は、近年ほぼ横ばいで推移。
• 中国・四国地域の４麦の作付面積は、近年増加傾向。
• 収穫量は、天候の影響を受けるなどにより年産によってかなり変動しているが近年豊作基調。

２ 作付面積及び収穫量の推移

資料：農林水産省統計部「作物統計」

４麦の作付面積及び収穫量の推移（全国）

４麦の作付面積及び収穫量の推移（中国・四国）
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• 令和７年産の中国・四国地域の麦の単収は、全国に比べ下回っている。

３ 単収の推移

資料：農林水産省統計部「作物統計」

小麦の単収の推移 二条大麦の単収の推移

六条大麦の単収の推移 はだか麦の単収の推移
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• 小麦の平均収量は、近年、全国、中国・四国地域ともに増加傾向にある。
• 二条大麦、はだか麦は、平均単収が減少していたものの近年の豊作により持ち直している。

４ 平均収量（平均単収※）の推移

資料：農林水産省統計部「作物統計」

小麦の平均単収の推移 二条大麦の平均単収の推移

六条大麦の平均単収の推移 はだか麦の平均単収の推移

※平均単収：前年産を起点とした過去７年間の単収のうち最大値と最小値を除いた５年間の平均。
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• 麦の生育は天候による影響を受けやすいため、毎年、１等比率の割合は大きく変動。
• 四国地域については、近年、収穫期の降雨等の影響により１等比率が低下している。

５ １等比率の推移

資料：農林水産省穀物課「麦類の農産物検査結果」

小麦の１等比率の推移

二条大麦の１等比率の推移 はだか麦の１等比率の推移

6



0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

鳥取 島根 岡山 広島 山口 徳島 香川 愛媛 高知

（ha） はだか麦

六条大麦

二条大麦

小麦

北海道

46%

東北

3%北陸

4%

関東・

東山

13%

東海

6%

近畿

3%

中国・四国

4%
九州

21%

• 全国に占める中国・四国地域の４麦の作付面積の割合は４％と少ないが、はだか麦は愛媛県と香川県が主産地。
• 中国・四国地域の地域別にみると、中国地域では二条大麦、四国地域では小麦とはだか麦が多く作付けされている。

６ 作付面積

４麦の作付面積の全国における割合（令和７年産）

麦種別作付面積（令和７年産）（中国・四国）

資料：農林水産省統計部「作物統計」
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• 全国では４麦のうち、小麦の作付面積の割合が約78％を占めるが、中国・四国地域では小麦が47%、二条大麦が30%、はだか麦が
23%であり、二条大麦とはだか麦の作付面積の割合が全国的に見て高い。

• はだか麦は、主産地が愛媛県と香川県であることから、中国・四国地域で全国の約55％を占めている。

７ 作付面積の割合

４麦の作付面積の割合（令和７年産）

資料：農林水産省統計部「作物統計」

麦種別の作付面積の全国における中国・四国の割合（令和７年産）
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• 小麦は、中国・四国地域では香川県の「さぬきの夢2009」が約４割を占めている。
• はだか麦は、管内では愛媛県の「ハルヒメボシ」と香川県の「イチバンボシ」で約８割を占めている。

８ 品種別作付面積（中国・四国）

資料：各県調べ

中国・四国（品種別）
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• 中国・四国地域では、香川県以外は麦類の品種育成は行っていないが、栽培や加工適性の高い品種に順次切り替えを進めている。

９ 新たな品種

・ 平成21年に香川県農業試験場が育成。
・ 「さぬきの夢2000」のタンパク質含有量の低さと製麺適性を改良し、平成25年産から全面切り替え。
・ 令和５年度に後継品種（さぬきの夢2023）の品種登録を出願し、令和６年に奨励品種に採用。

・ 平成21年に近中四農研センターが育成。
・ 製粉性が優れ、「シラサギコムギ」に比べ、収量が10～14％増。
・ 平成26年産から全面切替え。
・ 岡山県北部の津山市では、地元の農産物とふくほのかを使用した「津山ロール」を販売。

・ 平成24年に近中四農研センターが育成。
・ 製パン性に優れ、パン用小麦「ニシノカオリ」より4割近く収量が向上。
・ 山口県では、「ニシノカオリ」から順次切替えし、平成27年産から全面切替え。

・ 平成16年に福岡県農業試験場が育成。
・ 「アサカゴールド」より凸腹粒が少なく、千粒重が大きい。
・ 平成26年産から全面切替え。

・ 平成24年に近中四農研センターが育成。
・ 硝子率が「イチバンボシ」に比べて低く、また精麦の白度が高く、
搗精（とうせい）過程で砕けてしまう粒の発生が少ないなど、精麦加工品質が優れている。

「さぬきの夢2009」＜小麦＞（香川県）

「ふくほのか」＜小麦＞（岡山県）

「せときらら」＜小麦＞（山口県、岡山県）

「しゅんれい」＜二条大麦＞（鳥取県）

「ハルヒメボシ」＜はだか麦＞（愛媛県）

左から、ニシノカオリ、せときらら、1CW

左から、ハルヒメボシ、マンネンボシ
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